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わたしの夢、語ります

田邉 永
え れ ん

恋 さん　美浜西小学校 6年 (気山)

　私の夢は、塾の先生です。塾の先生になりたいと思った

理由は、学校の勉強のスピードについていけない人たちに

ゆっくり勉強を教えてあげたいからです。

　私は小学3年生の頃、学校の授業についていけず困って

いました。その時、同じような思いをしている人たちを

救ってあげたいという気持ちになりました。

　塾の先生になってからの目標は、勉強が苦手な人に勉強

を好きになってもらうことです。私は、塾には行っていませ

んが、塾に行っている友達が｢塾嫌い｣｢行きたくない｣と言っ

ていました。私が塾の先生になったら、行かされるのではな

く、自分から行きたくなる楽しい塾にしたいです。

　そのために、勉強をたくさんして、教えることがうまく

なるように、友達がわからないと困っていたら勉強を教え

てあげたいです。また、誰からも気軽に声をかけてもらえ

るような人になりたいです。
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1人でも多くに勉強の楽しさを

‐表紙の写真‐

　美浜町の70年を象徴する出

来事や風景等の写真です。

　70年の歴史の中で、変わっ

たもの、変わっていないもの

等、時代の変化とともに歩み

を進めてきた美浜町は、2月

11日に町制施行70周年を迎え

ました。
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昭
和
29
年
2
月
11
日
、
南
西

郷
村･

北
西
郷
村
・
耳
村･

山

東
村
が
合
併
し
、
誕
生
し
た
美

浜
町
。
70
年
の
時
を
経
て
、
令

和
6
年
2
月
11
日
に
美
浜
町
制

施
行
70
周
年
記
念
式
典
が
、
町

内
外
か
ら
約
３
３
０
人
の
参
列

者
を
迎
え
、
町
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
な
び
あ
す
で
盛
大
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
は
、
み
は
ま
こ
ど
も
倖

太
鼓
に
よ
る
力
強
い
太
鼓
で
幕

を
開
け
、
戸
嶋
町
長
は
式
辞
で

｢

ま
ち
づ
く
り
の
歩
み
は
一
朝

一
夕
に
成
し
得
る
も
の
で
は
な

く
、
先
人
や
町
民
の
皆
さ
ま
の

た
ゆ
ま
ぬ
努
力
と
ご
来
賓
を
は

じ
め
多
く
の
皆
さ
ま
の
ご
支
援

の
賜
物
で
あ
り
、
そ
の
ご
尽
力

に
敬
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
れ

か
ら
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
す

に
あ
た
り
、
10
年
先
、
更
に
は
、

１
０
０
周
年
を
迎
え
る
30
年
先

に
お
い
て
も
、
住
ん
で
い
る
こ

と
に
幸
せ
と
誇
り
を
実
感
で
き

｢

訪
れ
た
い｣｢

暮
ら
し
た
い｣

｢

応
援
し
た
い｣

と
支
持
さ
れ
る

｢

美
し
美
浜｣

を
目
指
す
所
存
で

す｣

と
述
べ
ま
し
た
。

祝美浜町制施行
70周年
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美し美浜の地域愛表彰
令和5年度

　
記
念
式
典
で
は
、美
し
美
浜
の
地
域
愛
表
彰
が
行
わ
れ
、地
域
や

町
民
の
た
め
に
社
会
貢
献
活
動
を
10
年
以
上
継
続
し
て
行
っ
て
い
る

3
団
体
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
被
表
彰
団
体
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●

代
表　

山
口
保
司
氏

大
藪
区
子
ど
も
見
守
り
隊
前
列
右

●

設
立　

平
成
17
年
4
月(

活
動
19
年
目)

●

会
員
数　

12
名

●

活
動
内
容

大
藪
区
内
の
高
齢
者
を
中
心
に
構
成
す
る
団
体

で
、児
童
の
登
下
校
時
刻
に
区
内
の
交
差
点
に
立

ち
、児
童
た
ち
へ
声
か
け
等
、見
守
り
活
動
を
継
続

●

代
表　

山
本
盛
夫
氏

郷
市
区
自
主
防
災
会
前
列
中
央

●

設
立　

平
成
23
年
1
月(

活
動
13
年
目)

●

会
員
数　

４
１
０
名

●

活
動
内
容

町
内
初
の
自
主
防
災
組
織
と
し
て
設
立
さ
れ
、区

独
自
に
総
合
防
災
訓
練
を
行
う
等
、長
年
に
わ
た

り
共
助
の
精
神
に
基
づ
く
防
災
活
動
を
継
続

●

代
表　

山
口
憲
人
氏

日
向
燈
台
ク
ラ
ブ
前
列
左

●

設
立　

昭
和
61
年
6
月(

活
動
38
年
目)

●

会
員
数　

16
名

●

活
動
内
容

使
わ
れ
な
く
な
っ
た
陶
器
製
の
た
こ
つ
ぼ
を
活
用

し
た
花
づ
く
り(

た
こ
つ
ぼ
花
壇)

を
は
じ
め
と
す

る
日
向
区
内
の
景
観
美
化
活
動
を
継
続

弓
削
田
健
介
×
な
び
あ
す
子
ど
も
合
唱
団

　
　
　
ス
ペ
シ
ャ
ル
コ
ラ
ボ
ス
テ
ー
ジ

　
　
　
　
　
　
〜
明
る
い
未
来
に
願
い
を
込
め
て
〜

　

第
2
部
で
は
、
合
唱
作
曲
家
で
子
ど
も

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
作
家
の
弓ゆ

げ

た

削
田
健
介
さ
ん
と
な

び
あ
す
子
ど
も
合
唱
団
に
よ
る
ス
ペ
シ
ャ
ル
コ

ラ
ボ
ス
テ
ー
ジ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

弓
削
田
さ
ん
は
、
日
本
全
国
を
旅
し
な
が
ら

コ
ン
サ
ー
ト
を
行
い
、
旅
か
ら
得
た
気
付
き
を

も
と
に
、
教
科
書
や
合
唱
教
材
に
使
わ
れ
る
小

中
学
生
の
た
め
の
合
唱
曲
を
作
曲
し
て
い
ま
す
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、｢

ア
ン
パ
ン
マ
ン
の

マ
ー
チ｣

や｢

し
あ
わ
せ
に
な
あ
れ｣

等
を
な

び
あ
す
子
ど
も
合
唱
団
と
合
唱
し
、
式
典
に
花

を
添
え
ま
し
た
。

町
制
70
周
年
記
念
映
像
上
映

　
　
　
　
　
　
　
〜
70
年
の
あ
ゆ
み
〜

　

第
1
部
で
は
、
本
町
が
誕
生
し
た
昭
和
29
年
2
月
11
日
か
ら
こ
れ
ま
で
の
歩

み
を
映
像
で
振
り
返
り
ま
し
た
。

　

美
浜
・
五
木
ひ
ろ
し
ふ
る
さ
と
マ
ラ
ソ
ン
や
美
浜
町
民
レ
ガ
ッ
タ
、
国
民
体

育
大
会
等
の
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、
梅
街
道
等
の
道
路
の
開
通
、
地
域
に
受
け
継

が
れ
る
伝
統
文
化
等
、
本
町
が
歩
ん
で
き
た
軌
跡
が
放
映
さ
れ
ま
し
た
。
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みんなで はじめる まちづくり

ふるさと美浜元気フォーラム
美浜町3小学校合同 ふるさと美浜元気プロジェクト

合
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
ふ
る
さ

と
美
浜
の
良
さ
や
課
題
等
に
つ
い

て
、
町
内
3
小
学
校
の
児
童
が
調

査
活
動
に
取
り
組
ん
で
き
た｢

ふ

る
さ
と
美
浜
元
気
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト｣

の
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
は
、

3
・
4
年
生
が
初
め
て
参
加
し
、

こ
れ
ま
で
参
加
し
て
き
た
5
・

6
年
生
と
合
わ
せ
、
約
２
４
０

人
の
児
童
が
午
前
と
午
後
の
2

部
に
分
か
れ
て
調
査
結
果
の
発

表
と
課
題
に
対
す
る
提
案
を
行

い
ま
し
た
。

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
に
は
、
同
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
お
世
話
に
な
っ

た
地
域
の
方
々
や
過
去
に
同

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
発
表
し
た
美
浜

中
学
校
・
美
方
高
校
の
生
徒
等

も
参
加
し
、
発
表
に
対
し
て
意

見
交
換
が
行
わ
れ
る
等
、
さ
ま

ざ
ま
な
世
代
と
の
交
流
が
図
ら

れ
ま
し
た
。

1
月
19
日
に
、
ふ
る
さ
と
美

浜
元
気
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
総

◇5年生 【美浜元気プロジェクト 実践報告】

◇6年生 【ふるさと美浜元気プラン ポスターセッション】

◇ 4年生 【テーマ：美浜の福祉】
美浜東小学校

福祉学習で学んだこと
～続けよう幸せ～

　みんなの幸せを集めて ｢ 幸せのに
じ ｣ を作ったことや、福祉わくわく
イベントを開催して感じたことを発
表しました。

美浜西小学校

みんなでつなごう 幸せの輪
～スマイルいっぱい福祉学習～

　美浜町にある幸せをみんなで大
切にしたいと思い、みんなの幸せ
集めをして感じたことや思いを発
表しました。

美浜中央小学校

　みんながもっと幸せになってほし
いという思いを込めて、総合幸せ
フェスティバルを開催して、感じたこ
とや来場者の感想を発表しました。

みんなの福祉のために 
～福祉について知ってもらい

みんなにもっと幸せになってほしい～ 

◇ 3年生 【テーマ：校区の良さ】
美浜東小学校

美浜東チャレンジ隊
～みんなで見つけた地域のお宝～

　1 年間、地域の方にお世話にな
り、サザエ漁や炭焼き等のさまざ
まな体験や農園の見学等をしたこ
とを発表しました。

美浜西小学校

わたしたちの地域の
ステキな場所

　レインボーライン等の地域のお
宝スポットを見つけ発表し、オス
スメの場所を紹介するパンフレッ
トを配布しました。

美浜中央小学校

　地域の自慢したい食べ物や場所
を調べました。さつまいもやミディ
トマト、ジビエ、耳川等、実際に体
験や見学したことを発表しました。

美浜町のたから
～ぼくたち・わたしたちがじまんしたいもの～

美浜東小学校

東地区を盛り上げる団体
～菅浜わくわく協働体を宣伝しよう～

　菅浜わくわく協働体をたくさん
の人に知ってもらうため、自分た
ちで取材・編集した PR 動画を作
成しました。

美浜西小学校

くぼ丸なす復活大作戦
～美浜町の伝統野菜を広めよう～

　くぼ丸なすを自分たちで栽培し
て感じたことやフランス大使館で
くぼ丸なすを使った料理が振る舞
われたこと等を報告しました。

美浜中央小学校

　美浜町のネギを大谷翔平選手に
も食べてもらえるくらい有名にした
いという思いで進めてきたネギプロ
ジェクトの成果を発表しました。

ネギプロジェクト
～待ってろ大谷翔平～

　6 年生は、3 校混合で編成した 21 のグループに分かれ、ポスターセッ
ションを行いました。各々が持ち寄った課題とそれらの解決策を掛け合わ
せ、課題解決と町の活性化につなげるストーリーを考え、発表しました。
　校区の垣根を越え、同じ美浜町に住む他校の仲間との対話を通して、未
来を創造するアイデアを提案し、観覧者とともに磨き上げました。

課　題 　　　　　　　　　グループの提案タイトル

海ごみ×特産品×はまびより ごみのない町に　はまびよりが賑わうように

バリアフリー×観光×小浜線 小浜線で祭りを楽しむ！みんなに優しい観光まちづくり！

エネルギー×観光×はまびより はまびよりをもっと盛り上げ、はまびよりに来る子どもや観光地に来る人を増やそう！

鳥獣害×観光×空き家 賑やかで安心できる平和な町へ

小浜線×海ごみ×遊び場 海ごみの遊び場で小浜線に乗ってくれる人を増やすために

商店街×海ごみ×子育て支援 ごみのないきれいな海で、子どもも楽しく住める美浜町にしよう！

運動公園×原子力防災×特産品 みんなで協力・みんなで訓練　安心できる美浜町に！

運動公園×教育×小浜線 常識にとらわれない美浜町　あたりまえを超えろ！

空き家×子育て支援×なびあす みんなが楽しく・行きたいと思ってもらえる美浜町

空き家×エネルギー×海ごみ 空き家で海ごみアート作り！ライトアップして明るく楽しい美浜町に！

運動公園×はまびより×海ごみ 久々子湖でアスレチック！賑わう美浜町に！

学校施設×祭り×海ごみ みんなが笑顔で楽しい・廃校をなくし住みたいと思う美浜町に！

祭り×空き家×観光 みんなが仲良く交流・美浜に行きたい住みたいと思う美浜町に！

学校施設×鳥獣害×なびあす みんなが仲良く交流・廃校でキャンプしたいな・美浜に定期的に行きたいなと思う美浜町に！

遊び場×観光客×特産品 観光客が多く・賑わいがある住みたいと思う美浜町に！

健康×空き家×はまびより はまびよりが賑わいみんな健康で空き家がなくなる町に

小浜線×海ごみ×特産品 美浜って楽しいなと思ってもらえる有名な美浜町に！

祭り×はまびより×特産品 みんなが仲良く交流・美浜の祭りや特産品に誇りをもてる町に！

海ごみ×特産品×空き家 博物館で美浜の課題を PR

空き家×海ごみ×はまびより はまびより今より賑やか・海ごみを生かして減らす 空き家を知り生かして減らす

鳥獣害×特産品×空き家 獣害の被害なし！特産品が有名で空き家のない賑やかな町に
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↓練習の成果を披露するなびあす子ども合唱団

　1 月 28 日に、なびあす子ども合唱団の 3 周年記念
コンサートがなびあすで開催されました。
　同合唱団は、子どもたちに歌う楽しさを知ってもらう
こと等を目的に町が立ち上げたものです。
　コンサートでは、童謡メドレーや嶺南合唱団とのコラ
ボステージを披露し、きれいな歌声がホールを包み込ん
でいました。

なびあす子ども合唱団

3周年記念コンサート3周年記念コンサート

↓文化財 ( 模擬品 ) の搬出と 119 番通報を行う参加者

1 月 21 日に、文化財火災防御訓練が北田薬師堂で
行われました。
　この訓練は、町民の文化財愛護に関する意識や防火
意識の普及 ･ 高揚、消防職団員の技術向上等を目的と
して美浜消防署が行ったものです。
　参加した北田区自主防災組織の会員や消防団員らは、
119 番通報や初期消火等について学んでいました。

文化財を火災から守る

文化財火災防御訓練

↓受賞を報告した日向の民宿 ｢ 旅館入舟 ｣ の宮下好子さん
　( 左から 2 番目 ) と宮下いずみさん ( 右から 2 番目 )

1 月 19 日に、日本の小宿 2024 を受賞した民宿
｢ 旅館入舟 ｣ の受賞報告会が町役場で行われました。
　日本の小宿 2024 は、旅行新聞新社が主催するホテル・
旅館 100 選の選考審査委員特別賞で、客室が 25 部屋
以下の宿泊施設の中から全国で10施設が選ばれました。
　報告会で宮下いずみさんは ｢ 地元の方々や漁師さん、
宿泊いただいたお客様のおかげです ｣ と話していました。

日本の小宿 10 選に選出

民宿｢旅館入舟｣が受賞

↓上の句が読まれた瞬間に取り札を取り合う児童たち↓ 大きな掛け声をかけ、綱を引く男衆 ( 西岸 )

1 月 21 日に、水中綱引きが日向湖と若狭湾を結ぶ運
河で行われました。
　午後 2 時頃、白いパンツと鉢巻き姿で現れた男衆
11 人は、橋の欄干から大綱が張られた運河へ威勢よく
飛び込みました。東西両岸に分かれた男衆は｢ヨイショ、
ヨイショ ｣ と大きな掛け声をかけ、10 分程で綱を引き
ちぎり、観客からは大きな歓声が上がっていました。

国の選択無形民俗文化財

水中綱引き 第57回美浜町子ども会かるた大会第57回美浜町子ども会かるた大会
研ぎ澄ました集中力で勝負を決める

1 月 28 日に、美浜町子ども会かるた大会がはあとぴあで
行われました。
　大会には、町内の各地区から 9 チーム 28 人が参加し、3
人 1 組によるリーグ戦が行われました。
　児童たちは、日頃の練習の成果を発揮し、読み手が読み上
げた上の句に素早く反応して札を取り合っていました。
　大会結果は次のとおりです。

↓赤飯やイチゴ等を頬張るみずうみ保育園の園児たち

2 月 6 日に、町制施行 70 周年記念献立給食が町内
の各保育園で提供されました。
　給食には、美浜町産のもち米と小豆を使った赤飯や若
狭牛入りコロッケ、ハマベリーのイチゴ等が並びました。
　更に、本町と交流のある岐阜県川辺町産の干しシイ
タケを使ったすまし汁も提供され、園児たちは満足そ
うに給食を頬張っていました。

みはまバースデー献立

町制施行70周年記念献立給食町制施行70周年記念献立給食

大 会 結 果

優　勝 啓成A (中川心美、大塩ひかり、中川百華)

準優勝 久々子A (田中岳、竹森悠唯歩、高橋麗)

3 位
河原市A(石丸ひなの、北澤花佳、中谷颯汰)

東A(伊藤碧人、玉井蒼介、中野陽菜)

↓グローブを受け取る児童と大谷選手に送られるお礼の色紙(右下)

　メジャーリーグロサンゼルスドジャースに所属する大
谷翔平選手が全国の小学校にグローブを寄付し、本町
の各小学校にも 3 個ずつグローブが届けられました。
　この寄付は、児童たちに野球の楽しさを知ってもらお
うと企画されたもので、2 月 2 日には贈呈式が美浜東
小学校で行われ、グローブを受け取った児童たちは早速
キャッチボール等をして、野球の楽しさを感じていました。

野球しようぜ！

大谷選手のグローブが本町にも
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美浜町のニュース

MIHAMA NEWS

■ お問い合わせ先
　町観光誘客課(担当･武田)
　☎32‐6705観光案内コンシェルジュを任用

訪日外国人へのおもてなしを充実

令
和
7
年
に
開
催
さ
れ
る
日
本

国
際
博
覧
会(

大
阪
・
関
西
万
博)

を
見
据
え
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に

対
応
し
た
観
光
案
内
コ
ン
シ
ェ

ル
ジ
ュ
と
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
語

や
英
語
、
日
本
語
を
話
す
こ
と

が
で
き
る
ロ
ペ
ル
・
オ
ー
レ
リ

さ
ん(

フ
ラ
ン
ス
出
身)

を
任
用
す

る
こ
と
と
し
、
1
月
15
日
に
町
役

場
で
任
用
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

オ
ー
レ
リ
さ
ん
は
、こ
れ
ま
で

フ
リ
ー
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て

日
本
全
国
を
巡
り
、夫
の
ジ
ー
リ
・

ジ
ュ
リ
ア
ン
さ
ん
と
と
も
に
日
本

の
景
色
や
文
化
、観
光
を
フ
ラ
ン

ス
人
に
伝
え
る
本
を
計
3
冊
出
版

し
て
お
り
、そ
の
中
で
訪
れ
た
本

町
の
豊
か
な
自
然
に
惹
か
れ
、令

和
5
年
9
月
に
東
京
か
ら
本
町
へ

移
住
し
て
き
ま
し
た
。

　

任
用
式
で
オ
ー
レ
リ
さ
ん
は
、

｢

日
本
語
を
も
っ
と
覚
え
て
、
地

元
の
人
た
ち
と
交
流
を
深
め
な
が

町

ら
美
浜
町
の
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
を
頑
張
っ
て
い
き
た
い｣

と
述

べ
て
い
ま
し
た
。

　

オ
ー
レ
リ
さ
ん
は
、
町
観
光

誘
客
課(

Ｊ
Ｒ
美
浜
駅
内)

に
勤
務

し
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
活
用
し
て
外
国

人
に
観
光
ス
ポ
ッ
ト
等
の
提
案
や

美
浜
の
魅
力
発
信
を
行
う
と
と
も

に
、
外
国
人
目
線
で
観
光
資
源
の

発
掘
等
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

町立図書館が｢サピエ｣に入会

すべての人が読書を楽しめるように

で
は
、
3
月
16
日
の
北

陸
新
幹
線
敦
賀
開
業
や

る
た
め
、
視
覚
障
害
者
情
報
総
合

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク｢

サ
ピ
エ｣

に
入
会

し
ま
し
た
。

　

サ
ピ
エ
は
、
視
覚
障
が
い
者

や
活
字
に
よ
る
読
書
が
困
難
な

方
が
利
用
で
き
る
コ
ン
テ
ン
ツ

を
は
じ
め
、
暮
ら
し
に
役
立
つ

身
近
な
情
報
等
、
さ
ま
ざ
ま
な

情
報
を
提
供
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
で
す
。

　

サ
ピ
エ
へ
の
入
会
に
よ
り
、

利
用
者
か
ら
の
要
望
に
応
じ

て
、
無
料
で
図
書
の
音
声
デ
ー

タ
を
Ｃ
Ｄ
化
し
た
り
、
点
字
図

書
を
取
り
寄
せ
た
り
し
て
貸
し

出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

当
図
書
館
で
サ
ピ
エ
を
利
用
で

き
る
の
は
、
町
民
で
視
覚
障
が
い

者
や
視
覚
に
よ
る
表
現
の
認
識
が

困
難
な
方
、
寝
た
き
り
・
麻
痺
等

に
よ
り
資
料
を
持
っ
た
り
ペ
ー
ジ

を
め
く
っ
た
り
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
方
で
す
。

町
立
図
書
館
で
は
、
読
書
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
を
推
進
す

■ お問い合わせ先
　町生涯学習推進課
　町立図書館(担当･竹内)
　☎32‐0083

　

な
お
、
北
陸
3
県
の
町
立
図

書
館
で
サ
ピ
エ
に
入
会
し
て
い

る
の
は
当
図
書
館
の
み
で
、
県

内
で
は
、
県
立
図
書
館
・
鯖
江

市
図
書
館
に
次
ぐ
3
館
目
の
入

会
と
な
り
ま
し
た
。

町
で
は
、
今
後
も
す
べ
て
の

人
が
読
書
に
よ
る
文
字
・
活
字

文
化
の
恩
恵
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
、
読
書
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

美浜発電所の状況について美浜発電所の状況について

美浜1号機 廃止措置中(平成29年4月19日～)

美浜2号機 廃止措置中(平成29年4月19日～)

美浜3号機 運転中(令和6年2月14日～)

↑戸嶋町長 ( 右 ) に抱負を述べるオーレリさん ( 左 )

関
西
電
力
㈱
美
浜
発
電
所

3
号
機
が
営
業
運
転
を
開
始

　

美
浜
3
号
機
で
は
、
令
和
5
年
10

月
か
ら
第
27
回
定
期
検
査(

※
１)

を
実
施
し
て
お
り
、
原
子
炉
本
体
や

原
子
炉
冷
却
系
統
設
備
、
放
射
線
管

理
設
備
等
の
点
検
や
化
学
体
積
制
御

系
統
抽
出
水
オ
リ
フ
ィ
ス
取
替
工

事
、
2
次
系
配
管
の
点
検
・
取
替
等

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
点
検
及
び
工
事
が
完
了

し
た
の
ち
、
美
浜
3
号
機
は
、
1
月

18
日
に
原
子
炉
起
動
、19
日
に
臨
界
、

20
日
に
発
電
機
並
列(

送
電
開
始)

を
行
い
、
定
期
検
査
の
最
終
段
階
で

あ
る
調
整
運
転
を
開
始
し
ま
し
た
。

2
月
14
日
に
最
終
検
査
で
あ
る
総
合

負
荷
性
能
検
査(

※
2)

が
完
了
し
、

同
日
、営
業
運
転
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

次
回
の
定
期
検
査
は
、
令
和
7
年

3
月
頃
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

※
1 
原
子
力
発
電
所
で
は
、
原
子
炉
等
規
制
法
に

基
づ
き
、
設
備
を
安
全
な
状
態
に
保
ち
、
ト

ラ
ブ
ル
を
未
然
に
防
止
し
て
安
定
し
た
運
転

を
続
け
る
た
め
、
定
期
的
に
発
電
を
停
止
し
、

検
査
を
行
い
ま
す
。

【第 27 回定期検査の作業工程 ( 実績 )】

工程 R5.10 月 R5.11 月 R5.12 月 R6.1 月 R6.2 月

① 1 次冷却材
　系統降温

②原子炉容器開放

③燃料取出

④ 1 次系
　ポンプ弁点検

⑤燃料装荷

⑥原子炉容器組立

⑦起動試験

⑧ 1 次冷却材系統
　漏えい検査

⑨起動前弁点検

⑩原子炉起動試験

⑪出力上昇試験

化学体積制御系統
抽出水オリフィス
取替工事

●

解列 ( 送電停止 )
(10 月 25 日 )

●

並列 ( 送電開始 )
(1 月 20 日 )

●

総合負荷性能検査
(2 月 14 日 )

主要作業
その他作業

※
2
定
期
検
査
の
最
後
に
実
施
す
る
検
査
で

あ
り
、
定
格
熱
出
力
一
定
運
転(

熱
出
力

１
０
０
％)

の
状
態
で
、
主
要
な
設
備
の
運

転
状
態
や
各
種
パ
ラ
メ
ー
タ
が
正
常
な
状
態

で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
、
発
電
所
が
安
定
し

て
連
続
運
転
で
き
る
こ
と
を
確
認
し
ま
す
。

↑町立図書館 ( なびとしょ )
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関
西
電
力
㈱
が
使
用
済
燃
料
乾
式
貯
蔵
施
設
の

　
　

設
置
計
画
に
係
る
事
前
了
解
願
い
を
提
出

　

関
西
電
力
㈱
は
、
使
用
済
燃
料
対
策
ロ
ー
ド
マ
ッ

プ(

下
段
参
照)

を
令
和
5
年
10
月
に
策
定
し
、
使

用
済
燃
料
の
県
外
搬
出
を
着
実
に
実
施
す
る
と
と

も
に
、
発
電
所
が
継
続
し
て
運
転
で
き
る
よ
う
取

り
組
む
強
い
決
意
と
覚
悟
を
示
し
て
お
り
、
福
井

県
知
事
よ
り
一
定
の
前
進
が
あ
っ
た
と
評
価
を
受

け
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
中
で
検
討
を
進
め
る
と
さ

れ
た
使
用
済
燃
料
乾
式
貯
蔵
施
設
に
つ
い
て
、
2
月

8
日
に
、
町
は
関
西
電
力
㈱
か
ら｢

原
子
力
発
電
所

周
辺
環
境
の
安
全
確
保
等
に
関
す
る
協
定
書｣
第
3

条
第
2
項(

※)

に
基
づ
く
、
使
用
済
燃
料
乾
式
貯

蔵
施
設
の
設
置
計
画
に
係
る
事
前
了
解
願
い
の
提
出

を
受
け
ま
し
た
。

【関西電力㈱が公表している使用済燃料対策ロードマップ】

◆容量・設置位置等 ◆貯蔵方式(個別格納方式)

容　　量：最大10基、約100ｔ
設置位置：

工　　期：2026年～2030年

　輸送・貯蔵兼用キャスクに衝撃吸収カバーを取り付け、

横向きの状態で架台に載せ、基礎等に固定しない方法を採

用します。

　発電所敷地境界外での放射線量を低減するため、遮蔽用

の鉄筋コンクリート製の格納設備をキャスクごとに設置す

ることで敷地境界外における空間線量率は、原子炉施設本

体等からの線量を含めても原子力発電所(軽水炉)周辺の線

量目標値である年間50μSvを十分下回ります。

　この方式は、乾式貯蔵に係る規制が見直され(※)、安全

性が確保されたさまざまな貯蔵方式に対応したことを受け

たものです。
※ 原子力発電所敷地内での輸送・貯蔵兼用乾式キャスクによる使用済燃料

の貯蔵に関する審査ガイド(令和元年3月)

◆安全機能
除  熱  機  能：

閉じ込め機能：

遮  蔽  機  能：

臨界防止機能：

堅  　牢 　性：

発生する熱をキャスクの表面に伝え、外気で冷却する

一次蓋、二次蓋の二重蓋で密封を維持し、放射性物質を閉じ込める

金属製の胴・蓋や中性子遮蔽材等により放射線を遮蔽する

バスケットにより使用済燃料の間隔を保ち臨界を防止する

地震時に作用する力、竜巻による飛来物の衝突、森林火災等の自然現象及び地震等による

格納設備損傷の影響に対しても安全機能が維持できる

◆輸送・貯蔵兼用キャスクの主な仕様

年度 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034 2035

六ケ所再処理工場

使用済 MOX 燃料
再処理実証研究

中間貯蔵施設

竣　

工

各電力会社の使用済燃料の再処理

70t 170t 70t (徐々に800tに増加) 800t 800t 800t 800t 800t

各電力会社の使用済燃料受入れ(発電所から搬出)

70t 170t 70t (徐々に800tに増加) 800t 800t 800t 800t

高浜発電所からフランスへ搬出(オラノ社への搬出200t)

中間貯蔵施設 操業

胴(金属製)

中性子遮蔽材

バスケット

二次蓋

衝撃吸収カバー

電熱フィン
一次蓋

衝撃吸収カバー

三次蓋(衝撃吸収カバーを取り付けるために必要となる蓋)

　乾式貯蔵施設の概要　

　輸送・貯蔵兼用キャスクの概要　

主要寸法
( キャスク本体 )

全長約5.2m
外径約2.5m

収容燃料
15 × 15 型
ウラン燃料

使用済み燃料
収納体数

21 体

収納する燃料の
冷却期間

15 年以上

設計貯蔵期間 60 年

図－１

使用済燃料乾式貯蔵施設の設置計画の概要

施設の概要

【貯蔵方式（個別格納方式）】

➢ 輸送・貯蔵兼用キャスクに衝撃吸収カバーを取り付け、横向きの状態で架台に載せ、

基礎等に固定しない方法を採用。

➢ 発電所敷地境界外での放射線量を低減するため、遮蔽用の鉄筋コンクリート製の格納設

備をキャスクごとに設置。敷地境界外における空間線量率は、原子炉施設本体等からの

線量を含めても目標値である年間50μSvを十分下回る。

➢ この方式は、乾式貯蔵に係る規制が見直され※、安全性が確保された様々な貯蔵方式に

対応したことを受けたもの。

※原子力発電所敷地内での輸送・貯蔵兼用乾式キャスクによる使用済燃料の貯蔵に関する審査ガイド（２０１９年３月）

※上図はイメージであり、輸送・貯蔵兼用キャスクの配置は設置基数、敷地形状、遮蔽設計等を踏

まえ設定する。

【容量、設置位置等】

鉄筋コンクリート製パネルをボルト等で接合

鉄筋コンクリート製パネル

※ 上図はイメージであり、輸送・貯蔵兼用キャスクの配置は設置基数、敷地形状、遮蔽設計等を踏まえ設定します。

【
事
前
了
解
願
い
及
び
乾
式
貯
蔵
施
設
の
概
要
】

　

使
用
済
燃
料
の
中
間
貯
蔵
施
設
へ
の
よ
り
円
滑
な

搬
出
、
更
に
搬
出
ま
で
の
間
、
電
源
を
使
用
せ
ず
に

安
全
性
の
高
い
方
式
で
保
管
で
き
る
よ
う
、
発
電
所

か
ら
の
将
来
の
搬
出
に
備
え
て
発
電
所
構
内
に
使
用

済
燃
料
乾
式
貯
蔵
施
設
を
設
置
す
る
。

・
設
置
位
置(

次
項
参
照)

・
貯
蔵
方
式(

次
項
参
照)

・
構
造
及
び
設
備(

次
項
参
照)

・
容
量　

最
大
10
基　

約
１
０
０
ｔ

・
計
画　

２
０
２
６
年
~
２
０
３
０
年
頃

70t 70t 60t

・ 六ヶ所再処理工場の2024年度上期の出来るだけ早い時期の竣工に向け、関西電力を中心に、審査・検査

に対応する人材を更に確保

・ 2025年度から再処理開始、2026年度から使用済燃料受入れ開始。再処理工場への関西電力の使用済　

燃料の搬出にあたり、必要量を確保し搬出するよう取り組む

・ 使用済MOX燃料の再処理実証研究のため、2027年度から2029年度にかけて高浜発電所の使用済燃料　

約200tをフランス・オラノ社に搬出

　更に実証研究の進捗・状況に応じ、フランスへの搬出量の積み増しを検討

・中間貯蔵施設の他地点を確保し、2030年頃に操業開始

・ 中間貯蔵施設の操業を開始する2030年頃までの間、六ヶ所再処理工場及びフランス・オラノ社への搬出

により、使用済燃料の貯蔵量の増加を抑制

・ あらゆる可能性を組み合わせて必要な搬出容量を確保し、着実に発電所が継続して運転できるよう、　　

環境を整備する

・本ロードマップの実効性を担保するため、今後、原則として貯蔵容量を増加させない

・ 使用済燃料の中間貯蔵施設へのより円滑な搬出、さらに搬出までの間、電源を使用せずに安全性の高い　

方式で保管できるよう、発電所からの将来の搬出に備えて発電所構内に乾式貯蔵施設の設置を検討

※
原
子
炉
施
設
に
重
要
な
変
更
を
行
お
う
と
す
る
と
き
は
、
事
前
に

了
解
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

町
と
し
て
は
、
提
出
さ
れ
た
事
前
了
解
願
い
に
つ

い
て
、
安
全
安
心
の
最
大
限
の
確
保
や
地
域
の
振
興

等
、
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
総
合
的
に
判
断
し
て
い

き
ま
す
。
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Mihama Information 

美浜町役場

お
知
ら
せ

　

一
般
家
庭
用
の
下
水
道
使
用
料
は
、
原

則
と
し
て
住
民
票
の
世
帯
人
数
で
計
算
し

ま
す
。
世
帯
人
数
に
異
動
が
あ
っ
た
時(

転

入
・
転
出
・
出
生
・
死
亡
等)

は
、｢

世

帯
人
員
変
更
届
出
書｣

の
提
出
が
必
要
に

な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
単
身
赴
任
や
進
学
、
長
期
入
院

等
の
特
別
な
理
由
に
よ
り
、
美
浜
町
に
住

民
票
を
置
い
た
ま
ま
町
外
に
転
出
し
た
時

も
、
届
出
に
よ
り
減
員
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
こ
の
場
合
は
、
届
出
時
に
特
別
な

理
由
が
確
認
で
き
る
書
類(

在
学
証
明
書
、

入
居
先
ア
パ
ー
ト
の
賃
貸
借
契
約
書
等)

を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
特
別
な

理
由
に
よ
り
減
員
と
な
っ
て
い
る
方
が
世

帯
に
戻
ら
れ
た
時
に
は
、
必
ず
増
員
の
届

出
を
お
願
い
し
ま
す
。

下
水
道
使
用
料
の
世
帯
人
数
に

変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
か

下
水
道
に
汚
水
を
流
す
際
は

ご
注
意
く
だ
さ
い

　

下
水
道
は
、
自
然
や
皆
さ
ん
の
生
活
環

境
を
よ
り
良
く
す
る
た
め
の
公
共
の
財
産

で
す
。
下
水
道
に
汚
水
を
流
す
際
は
、
一

人
ひ
と
り
が
十
分
に
注
意
し
て
、
大
切
に

正
し
く
使
用
し
な
け
れ
ば
故
障
の
原
因
と

な
り
、
設
備
の
寿
命
を
縮
め
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
設
備
の
長
寿
命
化
の
た
め
、
設

備
を
正
し
く
利
用
す
る
と
と
も
に
、
定
期

的
な
点
検
と
清
掃
を
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

　

下
水
道
に
汚
水
を
流
す
際
は
、
次
の
点

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

①
野
菜
く
ず
や
食
べ
残
し
等
の
生
ご
み
は
、

流
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

②
使
用
後
の
天
ぷ
ら
油
は
、異
物
を
取
り

除
き
、ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
等
に
入
れ
て
、最

寄
り
の
回
収
場
所
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

③
ア
ル
コ
ー
ル
や
ガ
ソ
リ
ン
、オ
イ
ル
等

は
、下
水
道
施
設
を
損
傷
す
る
だ
け
で

な
く
、火
災
や
爆
発
を
起
こ
す
原
因
に

な
り
ま
す
の
で
流
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

④
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
以
外
の
も
の

︵
テ
ィ
ッ
シ
ュ
、ウ
エ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
、

生
理
用
品
等
︶は
、下
水
管
を
詰
ま
ら
せ

る
原
因
に
な
り
ま
す
の
で
、流
さ
な
い
で

く
だ
さ
い
。

　
　

町
上
下
水
道
課(

担
当
・
金
田)

　
　

☎
32
︲
１
３
４
１

問

　

そ
の
他
、
使
用
者
の
名
義
を
変
更
し

た
い
場
合
に
は｢

水
道
使
用
異
動
届｣

や｢

下
水
道
使
用
者
変
更
届
出
書｣

の

提
出
が
必
要
で
す
。

　

各
種
届
出
書
は
、
町
上
下
水
道
課
窓
口

ま
た
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
福
井
県
電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
も
可
能
で
す
。

　
　

町
上
下
水
道
課(

担
当･
宇
都
宮
︶

☎
32
︲
１
３
４
１

問

↑各種届出書
　はこちら

　単身赴任や進学等で減員されていた
方が世帯に戻られた場合は、必ず増員
の届出をお願いします。
　増員の事実が後で判明した時は、
遡って下水道使用料を納付いただくこ
とがあります。

　

令
和
6
年
度
軽
自
動
車
税(

種
別
割)

は
、
令
和
6
年
4
月
1
日
時
点
の
原
動
機

付
自
転
車
や
軽
自
動
車
、
小
型
特
殊
自
動

車
、
二
輪
の
小
型
自
動
車
の
所
有
者
に
対

し
て
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

廃
車
や
譲
渡
、
町
外
へ
の
転
出
の
際
に

は
、
速
や
か
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。
納

税
義
務
者
が
亡
く
な
ら
れ
た
場
合
に
は
、

名
義
変
更
ま
た
は
廃
車
の
手
続
き
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

軽
自
動
車
税(

種
別
割)

の

申
告
に
つ
い
て

※
廃
車
し
た
場
合
で
も
廃
車
申
告
を
し
て
い
な
い
場
合

は
、
課
税
さ
れ
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●

軽
自
動
車
税(

種
別
割)

の
廃
車
申
告

　

原
動
機
付
自
転
車(

１
２
５
㏄
以
下)

や
小
型
特
殊
自
動
車
は
、
町
税
務
課
窓
口

で
申
告
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

【
廃
車
申
告
に
必
要
な
も
の
】

　

①
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト

　

②
軽
自
動
車
税(

種
別
割)

廃
車
申
告

　
　

書
兼
標
識
返
納
書

※
軽
自
動
車
税(

種
別
割)

廃
車
申
告
書
兼
標
識
返

納
書
の
様
式
は
、
町
税
務
課
窓
口
ま
た
は
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　
　

町
税
務
課(

担
当･

浅
妻)

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
32
︲
６
７
０
２

問

戸
籍
証
明
書
等
の
広
域
交
付
が

始
ま
り
ま
す

　
　

町
住
民
環
境
課(

担
当
・
山
本)

　
　

☎
32
︲
６
７
０
３

問

3
月
1
日
か
ら
、
本
籍
地
以
外
の
市
区

町
村
の
窓
口
で
、
戸
籍
証
明
書
や
除
籍
証

明
書
を
請
求
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

●

注
意
事
項

①
戸
籍
証
明
書
等
を
請
求
で
き
る
の
は
、

本
人
・
配
偶
者
・
父
母
・
祖
父
母
等(

直

系
尊
属)

・
子
・
孫
等(

直
系
卑
属)

の

戸
籍
証
明
書
等
で
す
。

②
戸
籍
証
明
書
等
を
請
求
で
き
る
方
が
、

窓
口
で
請
求
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

(

郵
送
や
代
理
人
に
よ
る
請
求
は
で
き

ま
せ
ん)

③
戸
籍
証
明
書
等
の
請
求
の
際
は
、
窓

口
に
お
越
し
に
な
っ
た
方
の
顔
写
真

付
き
身
分
証
明
書(

運
転
免
許
証
・
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
等)

の
提
示
が
必

要
で
す
。

●

で
き
る
こ
と

①
本
籍
地
が
現
住
所
か
ら
離
れ
て
い
る
方

で
も
、
最
寄
り
の
市
区
町
村
の
窓
口
で

請
求
で
き
ま
す
。

●

そ
の
他

　

本
籍
地
以
外
の
市
区
町
村
の
窓
口
に
戸

籍
届
書(

婚
姻
届
等)

を
提
出
す
る
場
合

等
、
戸
籍
証
明
書
等
の
添
付
が
原
則
不
要

と
な
り
ま
す
。

(

例)

婚
姻
届
を
本
籍
地
以
外
へ
届
出
す
る

　
　

場
合
、
転
籍
届
を
届
出
す
る
場
合
等

公
共
職
業
訓
練

(

総
合
職
業
科
1
年
コ
ー
ス)

を

開
講
し
ま
す

　

職
業
体
験
や
企
業
見
学
を
通
し
て
、
自

分
に
合
っ
た
就
職
を
目
指
す
職
業
訓
練
を

開
講
し
ま
す
。

　

学
卒
者
か
ら
離
職
者
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま

な
方
が
受
講
し
て
お
り
、
過
去
3
カ
年
の

就
職
実
績
１
０
０
％
で
す
。

4
月
16
日(

火)

~

令
和
7
年
3
月
7
日(

金)

●

日　

程

●

場　

所

県
立
敦
賀
産
業
技
術

　
　
　
　
　
　

専
門
学
院

●

対　

象

求
職
者

●

費　

用

無
料

(

別
途
テ
キ
ス
ト
代
2
万
円)

●

定　

員

10
名

　
　

県
立
敦
賀
産
業
技
術
専
門
学
院

　
　

☎
22
︲
０
１
４
３

問

福
井
県
電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

　
　

町
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
Ｄ
Ｘ
推
進
室

(

担
当
・
稗
田)

☎
32
︲
６
７
０
１

問

　

福
井
県
電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス
は
、
県
及

び
県
内
市
町
で
登
録
さ
れ
て
い
る
手
続
き

を
24
時
間
３
６
５
日
ど
こ
か
ら
で
も
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
申
請
で
き
る

サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　

電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス
で
行
え
る
手
続
き

は
次
の
と
お
り
で
す
。

犬
の
死
亡
届
、
犬
の
登
録
事
項
変
更

届
、
犬
の
鑑
礼
再
交
付
申
請
、
犬
の
登

録
・
予
防
注
射
済
票
交
付
申
請
、
犬
の

予
防
注
射
済
票
再
交
付
申
請
、
国
民
健

康
保
険
関
係
書
類
送
付
先
変
更
届
、
国

民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
紛
失
届
・
再

交
付
申
請
書
・
限
度
額
認
定
証
再
交
付

申
請
書
、
国
民
健
康
保
険
異
動
届

︻
住
民
環
境
課
︼

子
ど
も
医
療
費
受
給
者
証
交
付
申
請

書
、
子
ど
も
医
療
費
受
給
資
格
内
変
更

届
、
子
ど
も
医
療
費
受
給
者
証
再
交
付

申
請
書(

紛
失
・
破
損
・
汚
損)

、
子
ど

も
医
療
費
受
給
資
格
喪
失
届
、
子
ど
も

医
療
費
助
成
申
請(

請
求)

︻
こ
ど
も
未
来
課
︼

下
水
道
使
用
者
変
更
届
出
書
、
下
水
道

使
用
届
出
書
、
下
水
道
世
帯
人
員
変
更

届
出
書
、
水
道
使
用
異
動
届

︻
上
下
水
道
課
︼

町
村
職
員
採
用
試
験
申
込

︻
総
務
課
︼

転
出
届
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の

届
け
出
が
可
能
で
す

　

引
っ
越
し
の
際
の
転
出
届
は
、
マ
イ
ナ

ポ
ー
タ
ル
を
通
じ
た
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
届

け
出
が
可
能
で
す
。

　

こ
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
方
は
、
転

出
す
る
際
に
町
役
場
へ
の
来
庁
が
原
則
不

要
と
な
り
ま
す
。

　

利
用
で
き
る
の
は
、
電
子
証
明
書
が
有

効
な
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の

方
で
、
日
本
国
内
の
市
区
町
村
に
引
っ
越

し
を
さ
れ
る
方
で
す
。
ご
自
身
の
引
っ
越

し
以
外
に
も
同
一
世
帯
員
等
の
引
っ
越
し

の
際
も
利
用
可
能
で
す
。

　

詳
細
は
、
デ
ジ
タ
ル
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
を
通
じ
て
転
出
届
を
提
出
し
た
際

も
、
別
途
転
入
先
の
市
区
町
村
窓
口
で
転
入
届
等
の

手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
　

町
住
民
環
境
課(

担
当
・
山
本)

　
　

☎
32
︲
６
７
０
３

問

↑デジタル庁の
　ホームページはこちら

　
　

☎
32

②
欲
し
い
戸
籍
の
本
籍
地
が
全
国
各
地
に

あ
っ
て
も
、
1
カ
所
の
市
区
町
村
の
窓

口
に
ま
と
め
て
請
求
で
き
ま
す
。

↑福井県電子
　申請サービス
　はこちら
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募
集･

申
請
等

　

町
農
業
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
は
、
野

菜
栽
培
教
室
の
受
講
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

お
気
軽
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●

内　

容

　

野
菜
の
栽
培
方
法
や
土
づ
く
り
、
病
害

虫
防
除
等
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。教
室
は
、

年
間
10
回
開
催
す
る
予
定
で
す
。

●

募
集
人
数

30
人(

先
着
順)

●

受
講
料　
　

無
料

●

申
込
期
限

3
月
15
日(

金)

●

申
込
方
法

　

町
農
業
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
へ
電
話
ま

た
は
メ
ー
ル
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

詳
細
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

　
　

町
農
業
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

☎
32
︲
６
７
１
８

問 野
菜
栽
培
教
室
の

受
講
者
を
募
集
し
ま
す

※
教
材
の
購
入
時
に
若
干
の
自
己
負
担
が
あ
り
ま
す
。

小
浜
線
利
用
促
進
・
北
陸
新
幹
線

敦
賀
開
業
記
念
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
ま
す

Ｌ
Ａ
Ｋ
Ｅ　

Ｆ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ａ
を

開
催
し
ま
す

イ
ベ
ン
ト･

行
事

美
浜
町
歴
史
文
化
館

第
15
回
企
画
展
を
開
催
し
ま
す

○
美
浜
に
残
る
北
前
船
の
波
跡

2
月
6
日(

火)

~

5
月
12
日(

日)

●

日　

時

町
歴
史
文
化
館

●

会　

場
町
歴
史
文
化
館(

担
当･

小
牧)

☎
32
︲
０
０
２
７

問
　

本
町
に
伝
わ
る
北
前
船
に
関
す
る
歴
史

と
文
化
財
を
紹
介
し
ま
す
。

●

内　

容

ふ
く
い
桜
マ
ラ
ソ
ン
２
０
２
４
を

開
催
し
ま
す

3
月
31
日
に
、
ふ
く
い
桜
マ
ラ
ソ
ン

２
０
２
４
を
開
催
し
ま
す
。

　

福
井
市
内
及
び
坂
井
市
内
で
長
時
間
の

交
通
規
制
を
実
施
し
ま
す
。

　

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理

解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

交
通
規
制
等
の
詳
細
は
、
大
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ふ
く
い
桜
マ
ラ
ソ
ン

　
　
　
　
　
　

実
行
委
員
会
事
務
局

☎
０
７
７
６
︲
20
︲
０
５
２
８

問

↑大会ホームページ
　はこちら

教
室･

講
座･

説
明
会
等

悩
み
ご
と
総
合
相
談
会
が

開
催
さ
れ
ま
す

3
月
9
日(

土)

午
前
9
時
~
正
午

●

日　

時

●

会　

場

二
州
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

●

対　

象

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方

●

費　

用

無
料

二
州
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

☎
22
︲
３
７
４
７

問 ●

そ
の
他

　

予
約
が
必
要
で
す
。
電
話
ま
た
は
専
用

の
申
込
フ
ォ
ー
ム
か

ら
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

(

締
切
:
3
月
6
日(

水))

3
月
の
自
殺
対
策
強
化
月
間
に
合
わ
せ

て｢

悩
み
ご
と
総
合
相
談
会｣

が
開
催
さ

れ
ま
す
。
法
律
や
こ
こ
ろ
、
就
労
、
依
存

症
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
が
可
能
で
す
。

↑申込フォーム
　はこちら

健
康
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
を

開
催
し
ま
す

　
　

町
健
康
福
祉
課

(

担
当
・
幸
光)

☎
32
︲
６
７
０
４

問
　

町
で
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
へ
生
活
習
慣

病
予
防
の
普
及
啓
発
を
行
う
こ
と
で
、
健

康
づ
く
り
実
践
者
の
増
加
を
図
る
と
と
も

に
、
健
康
づ
く
り
を
切
り
口
と
し
た
地
域

づ
く
り
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
を
設
け
る

た
め
、
次
の
と
お
り
健
康
づ
く
り
フ
ォ
ー

ラ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

3
月
24
日(

日)

午
後
1
時
30
分
~
4
時

●

日　

時

は
あ
と
ぴ
あ

●

会　

場

　

・
健
康
づ
く
り
実
践
者
表
彰
式

　

・
健
康
み
は
ま
21
報
告

　

・
健
康
支
援
ア
プ
リ(

地
域
あ
い
あ
い

　
　

ポ
イ
ン
ト
ア
プ
リ) 

説
明

　

・
ヘ
ル
シ
ー
お
や
つ
試
食
会

　

・
健
康
支
援
ア
プ
リ
・
体
組
成
計
体
験

　

・
講
演

　
　
︻
テ
ー
マ
︼

　
　

い
ま
、
糖
質
の
摂
り
方
を

　
　
　
　
　
　
　
　

見
直
す
と
き
！

　
　

~
健
康
な
お
菓
子
の
食
べ
方
と
は
~

　
　
︻
講
師
︼　

　
　

森
永
製
菓
株
式
会
社

　
　
　
　

健
康
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
所
員

●

内　

容

↑詳細はこちら

路線バスで交通系ICカードが利用できるようになります

※お問い合わせ先 福井鉄道㈱乗合事業部　 　☎0778‐21‐0703
　　　　　　　　　町住民環境課(担当･武田)　☎32‐6703

町内を走る路線バス ( 若狭線・菅浜線 ) で、

｢I
イ コ カ

COCA｣ をはじめとする交通系 IC カードが利用

できるようになります。現金を出す手間を省くこ

とで、スムーズに乗り降りができます。

　また、ICOCA の他に、9 種類の全国相互利用

可能な交通系 IC カードも利用できます。

　なお、現金での支払いも今までどおり可能です。

◆開始日と対象区間
開始日：2 月 24 日 ( 土 )

対象区間：福井鉄道バスの若狭線・菅浜線
※チョイソコみはまでも利用可能です。

◆利用方法
　乗車時と降車時に IC カードを専用の読み取り

部にタッチするだけで、バスを利用できます。

　あらかじめ IC カードに現金をチャージしてお

くことで乗車区間の運賃を自動的に精算します。

【乗車時】
乗車口付近の青色の

リーダーに IC カードを
タッチ！

【降車時】
運賃箱付近の黄色の

リーダーに IC カードを
タッチ！

　
　

町
ま
ち
づ
く
り
推
進
課(

担
当
・
藤
田)

　
　

☎
32
︲
６
７
０
１

問

　
　

町
観
光
誘
客
課(
担
当
・
中
瀬)

　
　

☎
32
︲
６
７
０
５

問

○
つ
な
が
る
美
浜
駅
！

　
　
　
　

行
こ
う
よ
！
お
い
で
よ
！

3
月
16
日(

土)

午
前
10
時
~
午
後
3
時

●

日　

時

は
ま
び
よ
り
、
Ｊ
Ｒ
美
浜
駅

●

会　

場

　

臨
時
ハ
ー
ト
フ
ル
朝
市
、
町
内
各
種
団

体
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
に
よ
る
出
店
、
豪
華

景
品
が
当
た
る
抽
選
会
、
美
方
高
校
と
連

携
し
た
ガ
チ
ャ
旅
等

●

内　

容

　

美
浜
町
レ
イ
ク
セ
ン
タ
ー
の
開
業
1
周
年

及
び
北
陸
新
幹
線
敦
賀
開
業
を
記
念
し
、

当
日
限
定
の
イ
ベ
ン
ト
ク
ル
ー
ズ
や
キ
ッ
チ

ン
カ
ー
等
、
家
族
で
楽
し
め
る
催
し
が
盛

り
だ
く
さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

3
月
17
日(

日)

午
前
9
時
~
午
後
4
時

●

日　

時

レ
イ
ク
セ
ン
タ
ー

●

会　

場

　

電
池
推
進
遊
覧
船
で
の
イ
ベ
ン
ト
ク
ル
ー

ズ
、
飲
食
販
売
ブ
ー
ス
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
、

大
道
芸
人
に
よ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
等

●

内　

容

nimoca PASMO

TOICA SUGOCA

PiTaPa Kitaca

ICOCA

Suica

【10種類の全国相互利用可能な交通系ICカード】

manaca はやかけん

　

Ｊ
Ｒ
小
浜
線
利
用
促
進
及
び
北
陸
新
幹

線
敦
賀
開
業
を
記
念
し
、
Ｊ
Ｒ
美
浜
駅
周

辺
で
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

↑詳細はこちら

◆ICOCA販売場所とチャージ可能場所

 JR 敦賀駅のみどりの窓口・券売機販売場所

JR 敦賀駅のみどりの窓口・券売機、
大手コンビニエンスストア 等

チャージ
可能場所

JRおでかけネット 検 索詳細は で Check!
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問
　
　

福
井
県
園
芸
体
験
施
設

　
　
　
　
　
　
　

(

園
芸
Ｌ
Ａ
Ｂ
Ｏ
の
丘)

☎
47
︲
６
１
６
２

　

他
に
も｢

ひ
な
祭
り
お
子
さ
ま
ラ
ン
チ

づ
く
り｣

や｢

春
の
天
ぷ
ら
ラ
ン
チ
づ
く

り｣

、｢

春
の
ス
ウ
ィ
ン
グ
ス
ワ
ッ
グ
づ
く

り｣

等
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
メ
ニ
ュ
ー
を
用

意
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
予
約
が
必
要
と
な
る
体
験
メ

ニ
ュ
ー
は
、
開
催
日
の
1
週
間
前
ま
で
に
、

Ｆ
Ａ
Ｘ(

47
︲
６
１
６
３)

ま
た
は
メ
ー
ル

(engei-ken@
pref.fukui.lg.jp)

で
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

美
浜
町
子
ど
も･

子
育
て

　

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
催
し
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

3
月
10
日(

日)

午
前
10
時
15
分
~
11
時
15
分

●

日　

時

●

場　

所

は
あ
と
ぴ
あ

○
育
児
講
座｢

パ
パ
と
遊
ぼ
う
！｣

●

内　

容

　

お
父
さ
ん
な
ら
で
は
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク

な
動
き
で
、
親
子
で
体
を
動
か
し
て
楽
し

く
遊
び
ま
し
ょ
う
。
お
母
さ
ん
や
祖
父
母

の
方
の
参
加
も
大
歓
迎
で
す
。

町
子
ど
も･

子
育
て

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー(

担
当
・
山
田)

☎
32
︲
０
１
９
２

問 ●

講　

師

林
昇
平
氏

(

き
ら
き
ら
く
ら
ぶ
理
事
長
、

　
　
　
　

子
育
て
マ
イ
ス
タ
ー)

●

対　

象

　

町
内
在
住
の
0
~
2
歳
児
の
親
子

(

保
育
園
・
幼
稚
園
の
お
子
さ
ん
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　

参
加
で
き
ま
す)

●

申　

込

2
月
19
日(

月)

~

　
　
　
　

3
月
6
日(

水)

(143)

　

若
狭
国
吉
城
歴
史
資
料
館
で
は
、4

月
14
日
ま
で
冬
季
ト
ピ
ッ
ク
ス
展｢

美

浜
町
制
70
周
年
記
念

国
吉
城
址
と
美

浜
町
の
歩
み｣

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

昭
和
29
年
2
月
11
日
、福
井
県
三
方

郡
南
西
郷
村
・
北
西
郷
村
・
耳
村
・
山
東

村
の
4
村
が
合
併
し
て
美
浜
町
が
誕
生

し
ま
し
た
。本
町
で
は
、こ
れ
ま
で
国
史

跡
の
興
道
寺
廃
寺
跡
や
続
日
本
１
０
０

名
城
の
国
吉
城
址
を
は
じ
め
と
す
る
文

化
財
の
保
存
・
活
用
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。国
吉
城
址
の
保
存
・
活
用
事
業
の

拠
点
と
し
て
、若
狭
国
吉
城
歴
史
資
料

館
が
平
成
21
年
に
開
館
し
、昨
年
累
計

入
館
者
が
10
万
人
を
突
破
し
ま
し
た
。

　

今
年
、美
浜
町
は
町
制
70
周
年
、当
館

は
開
館
15
周
年
を
迎
え
ま
す
。本
号
で

は
、当
館
の
開
館
15
年
の
歩
み
を
振
り

返
り
ま
す
。

　

当
館
は
、町
史
跡
で
あ
る
国
吉
城
址
と

佐
柿
の
歴
史
的
な
町
並
み
を
紹
介
す
る

ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
と
し
て
開
館
し
、主
に

次
の
事
業
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

・
年
間
4
回
の
企
画
展
示

・
年
間
6
回
の
国
吉
城
歴
史
講
座

・
調
査
報
告
書
や
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
、パ
ン
フ

  

レ
ッ
ト
等
の
刊
行

・
学
校
等
団
体
向
け
の
史
跡
・
展
示
解
説

・
マ
ス
コ
ミ
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、Ｓ
Ｎ
Ｓ  

  

等
を
通
じ
た
見
ど
こ
ろ
紹
介

・
御
城
印(

国
吉
城
は
御
城
朱
印)

や
御

  

城
印
帳
等
グ
ッ
ズ
の
開
発
・
販
売

・
イ
ベ
ン
ト
や
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
へ
の
参
加
・

  

協
力

　

特
に
、
国
吉
城
歴
史
講
座
は
歴
史

に
ふ
れ
る
機
会
と
し
て
、毎
年
多
く
の

方
々
が
受
講
し
て
い
ま
す
。本
講
座
は
、

国
吉
城
の
歴
史
ガ
イ
ド
養
成
を
目
的
と

し
て
、開
館
以
前
の
平
成
18
年
に
開
講

し
ま
し
た
。国
吉
城
址
の
見
学
や
座
学

だ
け
で
は
な
く
、発
掘
調
査
現
場
の
説

明
会
や
親
子
を
対
象
と
し
た
発
掘
体

験
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
、さ
ま
ざ
ま
な

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、平
成
19
年
か
ら
開
始
さ
れ

た
県
内
の
山
城
を
の
ろ
し
で
リ
レ
ー
す

る｢

古
里
を
の
ろ
し
で
つ
な
ご
う｣

に
毎

年
参
加
し
、さ
ら
に
令
和
3
年
に
始
動

し
た｢

ふ
く
い
城
巡
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト｣

に
も
加
盟
し
、県
内
の
城
郭
関
連
団
体

と
連
携
し
た
活
動
を
展
開
し
て
い
ま

す
。近
年
は
地
元
の
方
々
の
協
力
を
得

て
、国
吉
城
址
の
見
ど
こ
ろ
の
1
つ
で
あ

る
シ
ャ
ガ
や
ハ
ン
ゲ
シ
ョ
ウ
の
手
入
れ
、

ま
た
、国
吉
城
址
・
当
館
の
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
や
ナ
イ
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
等
、新
た
な

魅
力
の
創
出
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

本
展
で
は
、本
町
に
お
け
る
国
吉
城

址
の
保
存
整
備
・
活
用
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。ま
た
、毎
年
5

月
に
佐
柿
区
が
主
催
す
る
イ
ベ
ン
ト｢

国

吉
城
ま
つ
り｣

が
昨
年
で
開
催
か
ら
20

年
を
迎
え
ま
し
た
。こ
の
イ
ベ
ン
ト
の
歴

史
も
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。皆
さ
ん
の
ご

来
館
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

︵
若
狭
国
吉
城
歴
史
資
料
館
︶

↑  大河ドラマ ｢ 江～姫たちの戦国～ ｣ 放映記念の国吉
　城歴史講座 ｢ お江の時代と国吉城 ｣( 平成 23 年 2 月 )

川
﨑
　
和
美
（
久
々
子
）

松
下
　
幸
子
（
久
々
子
）

三
宅
　
宏
　
（
大
　
藪
）

高
木
　
勝
美
（
新
　
庄
）

田
波
　
耕
　
（
竹
　
波
）

短
　
歌

美
浜
町
短
歌
協
会

和
や
か
に
月
に
一
度
の
歌
会
は

　
　
　
　
笑
顔
あ
ふ
る
る
楽
し
み
の
時

手
狭
な
る
我
が
家
に
う
か
ら
う
ち
揃
ひ

　
　
　
　
和
や
か
な
り
し
宴
と
な
り
ぬ

和
や
か
な
素
敵
な
笑
顔
と
物
腰
に

　
　
　
　
辰
年
も
ま
た
あ
の
方
手
本

年
の
瀬
や
満
月
ゆ
る
り
登
り
来
る

　
　
　
　
忙
し
き
日
々
の
心
和
み
ぬ

娘こ

の
親
に
な
り
て
三み

と

よ

十
世
を
語
り
種ぐ
さ

　
　
　
　
長
き
短
し
今
は
相
和
す(

継
父)

国吉城歴史資料館
開館 15 年の歩み

～冬季トピックス展に寄せて～

辰
歳
歌
会 ｢

題
詠

和｣

●

定　

員

20
組

○
祝
延
伸
！
北
陸
新
幹
線
ケ
ー
キ
作
り

　

待
ち
に
待
っ
た
北
陸
新
幹
線
を
ケ
ー
キ

で
リ
ア
ル
に
再
現
し
ま
す
。
世
界
に
1
つ
、

あ
な
た
だ
け
の
北
陸
新
幹
線
を
楽
し
く

作
っ
て
、
お
い
し
く
食
べ
よ
う
。

3
月
10
日(

日)

・
16
日(

土)

　

午
後
1
時
~
3
時

●

日　

時

●

費　

用

１
,
８
０
０
円

●

申　

込

予
約
が
必
要
で
す
。

●

定　

員

各
日
8
グ
ル
ー
プ
・
家
族

※
グ
ル
ー
プ
の
場
合
は
、2
~
3
名
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

園
芸
Ｌ
Ａ
Ｂ
Ｏ
の
丘
の
催
し
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

　

北
陸
新
幹
線
県
内
延
伸
記
念
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
ま
す
。

○
恐
竜
サ
ン
ド
ア
ー
ト
づ
く
り

　

色
砂
を
積
み
重
ね
た
グ
ラ
ス
に
、
花
材

や
ミ
ニ
パ
ー
ツ
を
飾
り
付
け
ま
す
。
可
愛

い
恐
竜
の
世
界
を
作
ろ
う
。

　

・
3
月
10
日(

日)

　
　

午
前
10
時
~
11
時
30
分
／

　
　
　
　
　
　

午
後
1
時
~
2
時
30
分

・
3
月
16
日(

土)

　
　

午
前
10
時
~
11
時
30
分

●

日　

時

●

費　

用

１
,
０
０
０
円

●

申　

込

予
約
が
必
要
で
す
。

●

定　

員

各
回
6
名

里
親
制
度
オ
ン
ラ
イ
ン
説
明
会

(Z
o
o
m

)

を
開
催
し
ま
す

　

さ
ま
ざ
ま
な
事
情
に
よ
り
、
家
庭
で
暮

ら
す
こ
と
が
で
き
な
い
子
ど
も
た
ち
を
家

庭
に
迎
え
、
成
長
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
里
親

に
つ
い
て
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

3
月
23
日(
土)

午
後
1
時
~
2
時
30
分

●

日　

時

●

対　

象

里
親
制
度
に
関
心
の
あ
る
方

●

申
込
期
限

3
月
15
日(

金)

福
井
県
家
庭
養
護

推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク(

福
さ
と)

☎
０
７
７
６
︲
50
︲
３
６
７
２

問 ●

申
込
方
法

　

氏
名
、
電
話
番
号
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

を
次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
送
付
く
だ
さ

い
。
参
加
方
法
や
資
料
等
を
送
付
し
ま
す
。

①
申
込
フ
ォ
ー
ム
か
ら

②
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ(h

ttp

://r.go
o
p
e.

jp
/fu

ku
sato

)

の｢

イ
ベ
ン
ト
予
約｣

か
ら(

福
さ
と
で
検
索)

③
Ｆ
Ａ
Ｘ
か
ら

(

０
７
７
０
︲
50
︲
３
６
７
３)

●

内　

容

　

里
親
制
度
の
説
明
や
県
内
の
里
親
さ

ん
の
養
育
体
験
談
、
登
録
ま
で
の
流
れ

等
、
さ
ま
ざ
ま
な
疑
問
や
不
安
に
お
答

え
し
ま
す
。

↑申込フォーム
　はこちら
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放 送 局

こやす か

健康 ･ 福祉 ･ 子育てに関する健康 ･ 福祉 ･ 子育てに関する
情報をお知らせします。情報をお知らせします。

※ お問い合わせ先　町子ども・子育てサポートセンター(担当･山田)　☎32‐0192

にこにこタイムに参加しませんか?
　子ども・子育てサポートセンターでは、お子さ

んと一緒に楽しく遊べるひととき｢にこにこタイ

ム｣を提供しています。ふれあい遊びを中心に、わ

らべうたや季節の歌を歌ったり、絵本や紙芝居

を見たり、体操をしたりと0～2歳頃のお子さんと

お家の方が楽しめる内容となっています。

　親子で楽しむふれあい遊びには、たくさんの

メリットがあります。親子で見つめ合ったり、

　にこにこタイム

午前10時45分～11時頃
(平日のみ毎日開催)

※行事開催時等、お休みの場合があります。

触れ合ったりすることは大きな安心感をもたら

し｢楽しい｣｢くすぐったい｣等、さまざまな経験

をすることで表現できる感情の幅も広がりま

す。また、音楽やリズムに合わせて体を動かす

ことは、体を動かす楽しさを感じられ、同じ歌

を繰り返し歌うことで記憶力も養われます。

　｢天気が悪くて外で遊べないな｣｢おうち遊び

何しよう｣と悩む時は、子ども・子育てサポー

トセンターのにこにこタイムにご参加いただ

き、おうち遊びの参考にしてください。

災害時に備えて避難行動要支援者名簿登録を！

※ お問い合わせ先　　町健康福祉課(担当･中村/磯辺)　☎32‐6704

　１月１日に発生した能登半島地震では、本町においても津波警報が発表さ
れ、多くの方が避難をされました。こうした災害時の避難においては、住民同士
での支え合いが命を守るために必要となります。
　町では、災害時に自力での避難が難しい方(要支援者)に対して避難支援を円
滑に進めるため、美浜町避難行動要支援者名簿を作成し、避難を支援する関係
者(区長・民生児童委員・警察・消防・社会福祉協議会)に情報提供することで、要
支援者の安否確認や避難誘導が迅速に実施されるよう取り組んでいます。
　次の方に避難行動要支援者名簿への登録確認を行うための申請書を送付し
ますので、同封の返信用封筒にて提出をお願いします。(提出期限：3月15日(金))

① 令和5年2月1日～令和6年1月31日の間に新たに
次の該当となった方
・身体障害者手帳1級、2級

・療育手帳A1、A2

・精神障害者保健福祉手帳1級、2級

・要介護認定3～5

・65歳以上高齢者(一人暮らし、高齢者のみの世帯)

・難病患者

◎送付対象者

②これまでより対象に該当していたが、
　同意・不同意の回答が無かった方(※)

※ これまでに名簿登録を｢不同意｣と回答

した方には申請書は送付しませんが、

心身の状態の変化等により、新たに登

録を希望される方は町健康福祉課まで

お問合せください。

美浜町

避難行動要支援者

避難支援等
関係者

区長・民生児
童 委 員 ・ 警
察・消防・社
会福祉協議会

③ 同意者名簿
を提供

④ 訪問等の
　平常時・
　災害時の
　支援

②
申
請
書
を
返
送

①
対
象
者
に

　

登
録
申
請
書
を
送
付

町が実施する健診の申し込みと受診状況を把握するための調査です。
※調査票は 2 月下旬に発送予定です。

※お問い合わせ先　町健康福祉課(担当･繁田)　☎32-6704

■健診受診希望調査とは

健診受診希望調査に
　　ご協力をお願いします !

■調査対象者 ( 令和 7 年 3 月末年齢 )
① 20 歳以上の女性　　② 40 歳以上の男性
③  20 ～ 39 歳男性の美浜町国民健康保険加入者または公的医療保険

制度未加入者

■回答方法

今年度、自分が受診対象となる健診項目を確認

集団健診で受診するか、個別健診 ( 指定医療機関 ) で
受診するかを選択

受診する健診を選び、調査票の希望日程に
○を記入

該当する理由の数字を記入

同封されている封筒に入れてポストへ投函して完了

①
①
②

③

④
⑤

②

③

受診する健診を選び、調査票に○を記入④

⑤

集団健診を受診する場合

個別健診 ( 指定医療機関 ) で受診する場合

町の健診 ( 集団・個別とも ) を受診しない場合

・集団健診は健診日の 1 週間前に受付票・問診票を送付します。
・個別健診は 4 月末に受診券を送付します。

■提出期限 3月18日(月)

※調査票は、対象となっている家族全員分の提出をお願いします。
※ 受診を希望されない場合や病院、職場等で受診される場合であっても、必ず調査票を返送してください。

※調査票は鉛筆で記入をお願いします。
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氏　名 住　所

今　井　翔　也　＆　(常　盤) 真依子 松　原

田　中　良　樹　＆　(青　木) 美　穂 松　原

  (吉　田)　隆　人　＆　 中　川 　  夢    　 佐　柿

田　邉　隆　明　＆　(山　田) 佳　奈 郷　市

◎ご結婚

1/1～1/31受付分
(敬称略)慶弔慶弔

※ 氏名に旧字体や俗字等が含まれている場合は、常用漢字で

　掲載しております。

氏　名 住 所 年齢 届出人

秋 山 光 子 佐 野 88 秋 山 幸 雄

田 中 　 巖 菅 浜 99 田 中 秀 穗

橋 本 幸 一 久々子 60 橋 本 久 子

大 同 　 治 木 野 93 大 同 幸 治

米 須 義 光 山 上 53 米 須 知 美

森 下 利 枝 日 向 93 森 下 正 司

松　本　芙紗子 金 山 89 松 本 德 裕

柴 田 敦 子 興道寺 66 柴 田 重 光

神 田 　 弘 久々子 83 神 田 　 実

金 松 憲 三 木 野 76 金 松 憲 生

今 村 清 治 久々子 93 今 村 宏 一

口 本 　 睦 菅 浜 64 口　本　みどり

原　田　比佐男 興道寺 70 原 田 健 作

竹 仲 鉄 雄 河原市 71 竹　仲　惠美子

大 北 茂 夫 金 山 90 大　村　恵美子

芝 井 博 昭 中 寺 75 芝　井　あさ子

大　家　あや子 坂 尻 94 三　谷　奈津代

畠 中 文 子 久々子 96 畠 中 孝 悦

山　崎　俊太郎 太 田 84 山 崎 慎 一

川　畑　クニ子 河原市 81 川 畑 忠 義

楠 　 義 臣 佐 田 86 楠 　 充 代

福　嶋　みゆき 郷 市 88 熊 谷 明 美

◎おくやみ

◎ご誕生
氏　名 性別 父・母 住　所

備 前 　 明
はる

男 脩太・都　 郷 市

木 子 睦
り く と

斗 男 泰宏・沙織 興道寺

中 村 咲
さ よ

陽 女 　　健・菜々子 佐 田

川 畑 依
い と

都 女 雄永・理沙 南 市

和 田 桃
と う せ い

晴 男 祥暢・沙織 佐 野

町の情報や応援クルーの

情報はこちら！

人口の動き

令和6年2月1日現在※(　)は前月比

※ 町が公認登録する｢町外に住みながらも本町を
愛し、応援してくださる方｣のこと。

人口総数　　　　8,830人(－10)

男　　　　　　　4,329人(－12)

女　　　　　　　4,501人(＋  2)

世帯数　　　　　3,625世帯(±  0)

出生　　　　　　死亡

転入　　　　　　転出

みはま応援クルー(※)

マイナンバーカード交付率

  5人

25人

  22人

18人

284人(＋24) 

88.4％

はじめてバースデー
3月に満1歳になる子どもたちを紹介します。

HAPPY BIRTH DAY

未

広報クイズ
　広報みはま3月号を読んで、①～⑤番の丸印をひらがな・カ

タカナでうめてください。小さい｢っ｣や｢ゅ｣、｢・｣、｢が｣、等

も一文字とします。｢●｣の文字を①番から順に並べると、ある

言葉になります。どんな言葉でしょう。

●応募方法
　はがきに答え、住所、氏名(広報を読んだ感想も大
歓迎！)を書いて、｢広報みはま広報クイズ｣係(〒919-
1192美浜町郷市25-25)まで送ってください。
メールで応募される方は、次のアドレスに送信して
ください。
【メールアドレス】
  kouhou-mihama@town.fukui-mihama.lg.jp
【二次元コード】

　締め切りは、3月11日(月)(消印有効)です。正解者
の中から抽選で5人の方に記念品をお送りします。
●2月号の答え　　うるうどし
●応募者総数は14人で全員正解でした。当選の発表

は、記念品の発送をもってかえさせていただきます。

①災害時に備えて

　●○○○○○○○○○○○○○名簿登録を！

②● ○○○○総合相談会を開催します

③ふくい○○○●○○○を開催します

④ 路線バスで○○●○○○ICカードが利用

　できるようになります

⑤○○○○○○●フォーラムを開催します

まちびとまちびと

愛知県から移住し、

定置網漁船｢宮島丸｣で

新人女性漁師として働く

＊漁師として働こうと思ったきっかけを教えてください。
　幼稚園の頃に、魚をテーマにした制作をしたことがきっかけで

魚が好きになり、愛知県では市場で働いていました。その時に、

市場に出回らない魚も見てみたいと思い、漁師になりました。

＊漁師のやりがいを教えてください。
　漁では、普段あまり見ることができない魚もたくさん見れ

て、魚が好きな私にとっては、それがやりがいです。

野澤 琴
こ と

　さん (郷市)

＊将来、どんな漁師になりたいですか。
　宮島丸の社長のように、網を仕立てるのが速くて暗闇でも船

をピタリとポイントに着けることができるかっこいい漁師にな

りたいです。

3.10 仲
島
玲れ
い
と翔

く
ん

(

河
原
市)

父･

太
雅
さ
ん

母･

沙
也
香
さ
ん

こんなに大きくなったよ！これから
も沢山食べて大きくなるね♡

動
く
こ
と
が
大
好
き
だ
よ
！

も
っ
と
も
っ
と
み
ん
な
と
遊
び
た
い
な
！

3.16 宇
都
宮

亘
わ
た
る

く
ん

(

金
山)

父･

亮
さ
ん

母･

晃
子
さ
ん

い
つ
も
か
ま
っ
て
く
れ
る
に
ぃ
に
が
だ
い
す
き
♡

こ
れ
か
ら
も
い
っ
ぱ
い
遊
ん
で
ね
‼

3.2 岸
本
珠あ
か
り里

ち
ゃ
ん

(

松
原)

父･

良
太
さ
ん

母･

理
さ
ん

｢はじめてバースデー｣への掲載案内は、

誕生月の前々月に送付しています。

ぜひ、ご応募ください。
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■くらしのカレンダー■

●イベント ●健康診査・検診 ●子ども行事
●行事の予定は、2月 15日現在のものです。一部変更になる場合がありますので事前にご確認ください。
●　　　網かけの日は、役場はお休みです。 
●　　　は古紙回収日、後に続く（　）内は回収地区です。
●ごみの休日受入は、第3日曜日以外の土日祝日(5月3日～5日、12月31日～1月3日を除く)の午前8時30分～正午です。
●休日の当番医に関するお問い合わせ先　 町役場 ☎32-1111（代表）　美浜消防署 ☎32-1190

古紙

(東地区)古紙

(耳地区:河原市･南市･栄区を除く)古紙

(北･南地区)古紙

(河原市･南市･栄区)古紙

令和6年 3 月

15（金）

16（土）

14（木）
13（水）

12（火）

11（月）
10（日）
9（土）
8（金）

7（木）

6（水）

5（火）

4（月）
3（日）

1（金）
2（土）

27（水）

26（火）

25（月）

24（日）

23（土）

21（木）

22（金）

20（水）

19（火）

18（月）

17（日）

28（木）

30（土）

29（金）

31（日）

　

今
月
号
で
は
、
2
月
11
日
に
行
わ
れ
た
美

浜
町
制
施
行
70
周
年
記
念
式
典
を
掲
載
し
ま

し
た
。

　

式
典
の
中
で
放
映
さ
れ
た
70
周
年
記
念
映

像
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
美
浜
町
を
象
徴
す
る

映
像
や
写
真
が
た
く
さ
ん
使
わ
れ
、
時
代
の

流
れ
と
と
も
に
変
化
し
て
き
た
風
景
や
人
の

営
み
、
そ
し
て
美
浜
町
の
歩
み
を
感
じ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
当
時
の
映
像
や
写
真
が
現
在
で
も

数
多
く
残
っ
て
い
る
こ
と
に
も
驚
き
ま
し

た
。

　

い
つ
し
か
、
私
が
撮
影
し
た
写
真
が
今
の

時
代
を
象
徴
す
る
歴
史
の
一
枚
と
し
て
語
り

継
が
れ
る
よ
う
、
ま
た
、
写
真
を
見
た
人
の

記
憶
に
も
記
録
に
も
残
る
写
真
を
撮
れ
る
よ

う
に
、
今
後
も
美
浜
町
の
広
報
と
し
て
精
進

し
て
い
き
ま
す
。
（
宥
）

  9:30～保育園開放(せせらぎ保育園)
13:00～心配ごと相談(はあとぴあ)
13:30～｢こころの相談室｣※障がい者(児)相談
　　　　　　　　　　　　　      (はあとぴあ)

卒業式(美浜中学校)
  9:30～保育園開放(あおなみ保育園)

10:00～結婚相談(はあとぴあ)

10:00～2024きいぱす春祭り(きいぱす)

  9:30～保育園開放(みずうみ保育園)

13:00～心配ごと相談(はあとぴあ)
13:00～司法書士法律相談(はあとぴあ)

卒業式(美浜西小学校･美浜中央小学校･
　　　　　　　　　　　　　　　美浜東小学校)

10:00～つながる美浜駅！行こうよ！おいでよ！
　　　　　(道の駅若狭美浜はまびより・JR美浜駅)
第19回全国中学校選抜ローイング大会
　　　　　　　　　(県立久々子湖漕艇場)～17日

  9:00～LAKE FESTA(レイクセンター)

13:00～心配ごと相談(はあとぴあ)

13:00～弁護士法律相談(はあとぴあ)

13:30～｢こころの相談室｣※障がい者(児)相談

　　　　　　　　　　　　　　　(はあとぴあ)

春分の日

卒園式(みずうみ保育園・せせらぎ保育園・

　　　　　　　　　　　　　　あおなみ保育園)

  9:00～ハートフル朝市

　　　　　　　　(道の駅若狭美浜はまびより)

13:30～健康づくりフォーラム(はあとぴあ)

13:00～心配ごと相談(はあとぴあ)

13:30～離乳食講習会(はあとぴあ)

13:00～1歳6か月児健診

　　　　　　(子ども・子育てサポートセンター)

  9:00～ハートフル朝市

　　　　　　　　(道の駅若狭美浜はまびより)

美浜町防災アプリの
ダウンロードをお願いします

美浜町防災アプリでは、
防災情報や停電情報、お
くやみ等の生活に関わる
緊急情報等をお知らせし
ています。ぜひ、ダウン
ロードの上、ご利用くだ
さい。

ダウンロードは
こちら


